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ネットワークコンピュー

ティングのビジョン

さまざまな身近な機器が

ネットワークに接続され,

人々が社会生活の基盤として

ネットワークを利用するよう

になる｡社会生活の基盤とな

るサービスや情朝･コンテン

ツ(情報の内容)がネットワー

クを通して提供されるように

なり,人々に新しい利便性や

豊かさをもたらす｡

情報ネットワークの発達が新しいサービスや情報･コンテンツ(情報の内容)を活用した新しいビジネスの機会を生み出し,

新しい市場が形成されつつある｡

日立製作所は,このような新しいビジネスの創造を支援することを目的として,各種の新しいシステムソリューションを提

案している｡パソコンに限らず,テレビ･携帯電話りCカードなどのユーザーとの接点となる身近な新しい情報機器〔=Thin

(小型･軽量)クライアント〕と,それらをネットワークで結合してユーザーヘのサービスを供給する,スケーラブルで高速･

吉信頼なサーバシステム群により,顧客のビジネスに直結したシステム,さらにビジネス機会を拡大する新しいシステムを提

案する｡

はじめに

近年のネットワーク技術の発展は,われわれの社会生

活に新しい可能性を与えている1ト4'｡情報システムの考

え方も,計算機中心の情報システムから,ネットワーク

中心の情報システムヘと発展している(図1参照)｡計算

機中心の情報システムでは,企業や計算機の専門家を対

象にして,企業活動の効率や個人の生産性の向1∴をR標

としてきた｡ネットワーク中心の情報システムでは,企

業活動だけではなく,一般消費者の社会生活まで対象が
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広がっている｡そして,人々の社会生活の基盤となるサ

ービスや情報･コンテンツ(情報の内容)を提供し,人々

に新しい利便性や新たな豊かさをもたらすことを目標と

している｡計算機中心からネットワーク中心への情報シ

ステムの発展が,情報･サービス提供者を｢P心とした新

たなビジネススキームの創造を助け,サービスや情報･

コンテンツを中心とした新しい市場を形成していく｡

ここでほ,ネットワーク小心の情報システムの課題と,

日立製作所が提案する各種の新しいシステムソリュー

ションについて述べる｡
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年代(西暦年)

1970 1980 1990 2000 2010

利用者数

10億人

1倭人

計算機中心

システム中心 パソコン中心

ネットワーク中心

ネットワーク中心 コンテンツ中心

システム中心 パソコン中心 ネットワーク中心

対象ユーザー 企業 専門家 § 消費者

目標 効奉 生産性 サービス

文化 オンラインL 個人

1,000万人;1億人

仮想コミュニティ

ユーザー数 10倭人

メカトーフの法則*3市場原理

システム

グロシュの法則*1 ムーアの法則*2

シェアード パーソナル ネットワーク

コンピューティングコンピューティングコンピューティング

注:*1グロシュの法則;計算機の性能は価格の2乗に比例する(1940年)lつ

*2ムーアの法則;半導体の性能は2年で2倍に向上する(1970年)｡
*3 メカトーフの法則;ネットワークヘの接続コストは一定だが,価値は

飛躍的に増大する(1990年)(つ

図1情報システムの広がり

情報システムが計算機中心からネットワーク中心へと発展し,

サービスや情報･コンテンツを中心とした,新しいビジネススキ

ームや新市場が創造される｡

ネットワーク中心の情報システムの課題

ネットワーク時代には,企業活動だけではなく,一一般

の人々が社会牛括の基盤としてネットワークを利用する

ようになる｡そのため,ネットワークりhL､の情報システ

ムには,次の機能が求めらゴtる｡

(1)rl常生活に便利なサービスが提供されること

交通情報,天気予報などの情報サービスや,公共施設

の予約,住民票の取得などの公共サービスといったR常

生活に直結したサービスが提供さゴ1る｡

(2)いつでも,どこでも,だれでも,簡単に身近な情報

機器を使えること(図2参照)

パソコンだけではなく,テレビ,携帯竜話,カーナビ

ゲーションシステム,ICカードなど,身近なさまざまな

情報様諸芸〔=Thin(小型･軽量)クライアント〕を仕って

ネットワーク上のサービスが使える｡

(3)社会のインフラストラクチャーとして信頼できること

常に動作と性能が保証され,苗積,処理される情報･

コンテンツの爆発的な増加にも耐えうる高信頼システム

である｡

ネットワーク時代の

新しいシステムソリューション

3.1ネットワーク時代の新しいシステムソリューション

のねらい

H立製作所は,情報･サービス提供者を対象として,

各種の"Thin”クライアント システム ソリューションを

提案している｡山Thin”クライアント システムソリュー

ションは,新しいクライアントとそれを支えるネットワ

ーク,およびサーバシステムが中の両輪となることによ

り,サービスや情報･コンテンツを企業ユーザーや一一般

消費者に提供するような情報･サービス提供者のビジネ

ス機会を拡大する｡

対象とする分野は多岐にわたっており,例えば,イン

ターネットを用いた電了一向取引(ElectronicC()mmerCe),

企業の販ノ己力向上(SalesForceAutomation),高度交通

システム(IntelligentTransportSystem)などがある｡

この特集では,ネットワーク時代の新しいシステムソ

リューションという視点から,社員ICカードシステム,

情報キオスクシステム,遠隔教育システム,映像情報シ

ステムの4システムを取り_卜げた論文を載せている｡

▲◆Thin-'クライアント システム ソリューションのシス

テム構築では,オープン(平等,だれでも),セキエア

(安心),プラットフォーム独立(どこでも),スケーラブ

ル(機能･件能拡張が容易)な情報システムであることが

求められる｡それによって人々は,どのクライアント機

器からでもさまざまな情報やサービスを幸一乏したり,必

要なときにその場で新しいサービスをネットワークから

クライアント機器へ取り込む(ダウンロードする)ことが

できる(図3参照)｡･方,情報･サービス提供者は,利

川者の増加に応じてネットワークシステムの性能やスト

レージ容量を拡張し(スケーラブル),新しい情報やサー

ビスを追加,拡張する｡さらに,ダウンロード機能によ

り,クライアント機器を史新することなしに新しい情報

やサービスをダイナミックに追加したF),クライアント

機器のシステム管理コストの削減を図る｡

3.2 ネットワークシステム製品,"Thin”クライアント製品

3.1で述べたねらいを実現するために,日立製作所は,

さまざまな特徴を持つ製品群と,それらを用いたシステ

ムソリューションを提供している(図4参照)｡

ネットワークシステムを構成するサーバには,情報サ

3二i
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サーバ ､｢

NC

モバイルNC

ネットワーク

ノヤソコン

凝
淵■ニーごニー■

t'Thin■■クライアン

ハンドヘルド

パソコン

情幸巨家電

璧
STB スクリーンフォン携帯電話 など

ヒコ ヒコ ヒコ
+avaCard*,■MULTOS-t EMV

lCカード(高機能化)

注:略語説明ほか

NC(NetworkComputer)

STB(Set一丁opBox)

EMV(Europay,Mastercard

andVisa)
*Javaおよびすべての+ava

関連の商標およびロゴは,

米国およびその他の国に

おける米国Sun Microsys-

tems,lnc.の商標または

登鏡面標である｡

図2 ネットワーク中心の

情報システム

ネットワーク中心の情報シ

ステムでは.パソコンだけで

なく,テレビや携帯電話.カ

ーナビゲーションシステム,

lCカードなどさまぎまな身近

な情報機器を用いて情報シス

テムが構築され,人々はどの

情我機器からでもサービスや

情報･コンテンツを利用でき

るようになる｡

ーバとアプリケーションサーバの2種類がある.｡情報サー

バは,大呆の情報･コンテンツを保持する｡情二報サーバ

の特徴は,スケーラビリティと高速･高信頼惟にあるし｡

計算機のCPU(CentralProcessingUnit)台数や人出ノJ･

AP

(サービス)

メイン≧
フレーム【

オープン

サーバ

AP

パソコン

サーバ

ネットワーク

選 曲
慧靡

パソコンハンドヘルドSTB カーナビ

パソコン ゲーション電話

ヽ)/
システム

スケーラブル:

どのサーバにもサー

ビスを移動･移植が

可能(サーバの機能･

性能拡弓長が容易)

ディストリビュータブル

クライアントのシス

テム管理が不要(ク

ライアントヘのソフ

トウェア自動配布)

ポータブル:

ユーザーはどのクライ

アントでもサービス

を利用できる〔利用機

器の変更(交換,一時

的変更)が容易〕｡

注:略語説明 AP(ApplicationProgram)

図3 ハードウエア･OS(OperatingSystem)に依存しない

情報システム

情報･サービスがディストリビュータブルでポータブルになる

ことにより,機能をダイナミックに追加,拡張したり,システム

管理コストを削減する情報システムの構築ができるようになる｡
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ネットワーク機器などを増設することによF),処王制年能

やストレージ容量をスケーラブルに増やすことができる

ネットワーク咄の構成〔SAN(Storage Area Network)〕

サービス,情報･コンテンツ

サーバ

転 サイズ拡大
情報サーバ

●スケーラビリティ

●高速･高信頼性

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
〟
ノ
レ
ー
シ
ョ
ン
.
サ
ー
ビ
ス

高速･高信頼ネットワーク

AP AP AP

数を増やす｡

_ ■

-1

ネットワーク

卦

澄
ル

歯
印加打

ハンドヘルドSTBスクリーン

パソコン フォン

場 場

靡
カーナビ

ゲーシ]ン

システム

mム∠r/

巨コ
ICカード

L
国
同
闘
凶
朋
関

アプリケーションサーバ

●ソリューション直結の
ビジネスロジック

■■Thin■■クライアント

●サービスに応じた

多様な機器

●標準仕様品

図4"Thin''クライアントシステムソリューション

スケーラブルで高速･吉信頼なサーバ,サービスに応じだ`Thin”

クライアント Web･Java･CORBAなどの標準仕様に準拠した

情報システムの構築により,顧客のビジネスに直結したソリュー

ション,サービスを提供する｡
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が叶能となっている｡アプリケーションサーバでは,顧

客のソリューションに舟結したビジネスロジックを提供

するr⊃Web,Java,CORBA(C()mnl()n Object Request

Broker ArchitectしIre)などの標準仕様を採川することに

より,此存のシステムや新しい流通アプリケーションを

含めた,多数のアプリケーションを連携させることがで

きるソフトウェア構成("Object plこIZa''と呼ぶ製品群)を

提供している｡､ビジネスロジックごとにアプリケーショ

ンの放やサーバの台数を増やすことによF),スケーラブ

ルに機能を拡張することができる.=}

Ⅰ‾l立製作所のネットワークシステム矧品のラインアッ

プを図5に示すし)同l対に示すように,アプリケーション

に応じて,メインフレーム,オープンサーバ,パソコン

サーバの各サーバ製占占とそれらをつなぐネットワーク,

ソフトウェア製■与占群を提供しているぐ〕これらは,什能や

機能をスケーラブルに拡張できる製占占ラインアップとし

ている｡

山Thin''クライアントでは,サービスに応じた多様な機

器を提供する〔)これらの｢l‾‾一には,衛牡情報配仁サービス

(｢HKチャネル+)受信川端末,米凶Microsoft祉の

Wifldows CE■≡1､を搭載したハンドヘルドパソコン

"persona(ペルソナ)-',多機能ICカード川OS(オペレー

ティングシステム)-`MULrrOS''を搭載したマイクロコ

ントローラチップ,金融機関用の情報キオスク端末など

※)Windowsは,米阿およびその他の阿における米凶

MicrosoftCorp.の登録商標である.こ･

碁幸手サーバシステム

データベース

トランザクショ

データ<ご-ス ㌻て;､

日日日
日日日
日日日
データウエア

ハウス

システム統合管理･運用 止
･基幹業務

･統合業務パッケージ(ERP)

●ワークフロー･メール

･ネットワークサービス

●新分野アプリケーション

●立丘列データベース

●マルチメディア

●大規模シミュレーション

･高速技術計算

があるしノ

▲`Thin”クライアント システム ソリューションでは,

1Cカードは特に重要である(～'｡〕山Thin”クライアントがネッ

トワーク上のサービスや情報･コンテンツへのアクセス

装F耳であるのに対して,ICカードは,個人をサービスや

情報･コンテンツにつなぐ役割を果たす｡これは,ICカ

ードが情報･サービス提供者のビジネススキームをJ丈映

したプログラム(例えば,本人認計,課金,情報の暗り一

化･解読などのためのプログラム)を搭載することができ

るためである〔つルIULTOSカードやJavaCこ1rdのような多

機能ICカードになると,複数の情報･サービス掟伏者が

l‾那ブ･した複雑なビジネススキームを比映させることがで

きるので,ICカードの役割はますます重要となる(〕

3.3 システム構成例

各/一公共サービスのシステム構成例を図6にホす(｡岡

持=こ示すように,多様なクライアント機器を川いること

により,どこからでも住比情報にアクセスして公共サー

ビスを受けることができるうー｡

おわりに

ここでは.ネットワーク｢l‾1心の情報システムと,lト工

製作所の取組みについて述べた｡

これまでの計算機中ノL､の情報システムでは,L+‾､エ製作

所は,情報システムの構戌要素であるハードウェア･ソ

フトウェア製■枯や,システムインテグレーションを上に

提案してきた｡今後のネットワーク小心の情報システム

では,情報･サービス提供者の多様なビジネスを支える

ネットワーク

メインフレーム

(Mパラレルシリーズ

MP5800/5600/5400)

オープンサーバ

(H9000V/

3500シリーズ)

パソコンサーバ

(HA8000シリーズ)

スーパーテクニカル

サーバ

(SR8000シリーズ)

済㌢濁勺亀

亀夢
インターネット

エクストラネット

イントラネット

済
済

科学技術言十算など大量データを

演算主体 高速処理

山
征
封
丁
如
･
舶
准

済

メインフレーム

塵妻匡三重∃
由
処理規模 ユーザー数

注:略語説明

ERP(Enterprise

ResourcePlanning)

図5 日立製作所のサー

バ製品群

メインフレームからオー

プンサーバ,パソコンサー

バまで,スケーラブルで高

速･高信頼なサーバ製品が

ある｡
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公共機関

住民台帳 詔証

住民サービス情報 機構

美術館･博物館

厚生施設

⊂=コ ⊂ニコ
⊂::コ⊂=コ

l=ニコ ⊂=コ

こ:=]⊂:ニユ

∈≡〕

∨ODサーバ

認証

認証機関

】D

住民票

インターネット

施設情朝(映像･音声)

情報キオスク

(電子公共サービス端末)

lDカート

監…∃

匝
住民票発行端末

住民票が

至急必要!

垂□施設情報(映傾･音声)

施設予約

注:略語説明 ∨OD(VideoonDemand),lD(ldentification)

図6 電子公共サービスのイメージ

住民サービス情報にアクセスして,どこからでも公共サービスを受けることができる｡

サービス商品(ネットワークや業務のアウトソーシング

など)や,人々の社会生首･古の基盤となるようなインフラ

ストラクチャー･サービスを提案していく考えである｡
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